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一
　
は
じ
め
に

　

中
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
20
年
）
国
語
第
一

学
年
の
内
容
「
Ｃ
読
む
こ
と
」
の
指
導
事
項
イ
に
は
、

「
文
章
の
中
心
的
な
部
分
と
付
加
的
な
部
分
、
事
実

と
意
見
な
ど
と
を
読
み
分
け
、
目
的
や
必
要
に
応
じ

て
要
約
し
た
り
要
旨
を
と
ら
え
た
り
す
る
こ
と
。」

と
あ
る
。中
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
国
語
編
に
は
、

要
旨
を
と
ら
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
目
的
や
必
要

に
応
じ
て
大
切
な
情
報
を
選
択
し
整
理
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

の
私
の
授
業
を
振
り
返
る
と
、
生
徒
は
、
目
的
や
必

要
に
応
じ
て
要
旨
を
と
ら
え
る
こ
と
は
十
分
で
き
て

い
な
か
っ
た
。
そ
の
原
因
は
、
私
が
、
目
的
や
必
要

に
応
じ
て
大
切
な
情
報
を
選
択
し
整
理
さ
せ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
説
明
的
な
文
章
の
学
習
に
お
い
て
、
図

式
化
さ
せ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
目
的
や
必
要

に
応
じ
て
要
旨
を
と
ら
え
る
力
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
、
本
単
元
を
実
施
し
た
。

二
　
文
章
を
図
式
化
す
る
学
習
活
動
と
は

　

文
献
研
究
等
か
ら
、
説
明
的
な
文
章
を
図
式
化
す

る
学
習
活
動
を
「
説
明
的
な
文
章
を
、
要
点
を
か
い

つ
ま
ん
で
一
目
で
と
ら
え
や
す
い
形
に
す
る
こ
と
。」

と
し
、
図
式
化
の
方
法
を
、
次
の
よ
う
に
し
た
。

①
文
章
中
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
印
を
つ
け
な
が
ら
読
む
。

②
キ
ー
ワ
ー
ド
の
中
か
ら
、
重
要
な
も
の
を
選
択
す
る
。

③
キ
ー
ワ
ー
ド
同
士
の
関
係
を
図
に
書
き
込
ん
で
い
く
。

　

・
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
は
大
き
く
書
く
、
色
ペ
ン
で
書
く
。

　

・�

配
置
や
矢
印
を
工
夫
す
る
。

④
書
い
た
図
を
見
な
が
ら
、
も
う
一
度
文
章
を
読
む
。

⑤
図
の
修
正
を
行
う
。

⑥
図
に
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
る
。

三
　
授
業
計
画

○
単
元
名　
『
情
報
を
解
釈
し
よ
う
』

　

教
材
文
「
食
感
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
」
早
川
文
代　

○�

目
標　

目
的
や
必
要
に
応
じ
て
要
旨
を
と
ら
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

○
指
導
計
画

次 主な学習内容

一 

２
時
間

○単元の目標を設定する。
○�学習課題を設定し、課題解決の手順を確認
する。

○自己紹介文を図式化する。
○既習の説明的な文章を図式化する。

二 

３
時
間

○�学習課題１「食感のオノマトペ」で読書レ
シピを作ろう。

○全文を読む。初発の感想をもつ。
○文章の構成を確認する。
○文章を図式化する。
○図をもとに、読書レシピを完成させる。

三 

２
時
間

○�学習課題２「食感のオノマトペ」を根拠に、
意見文を書こう。

○全文を読み、キーワードを見つける。
○見つけたキーワードを吟味する。
○図式化を行う。
○図の修正を行う。
○�図を文章に書き換える方法を確認する。
○図をもとに、意見文を書く。
○意見文を評価する。
○学習の振り返りを行う。

　

授
業
で
は
、
一
つ
の
教
材
文
に
二
つ
の
学
習
課
題

を
設
定
し
た
。
こ
れ
は
、
生
徒
に
「
目
的
や
必
要
に

応
じ
て
要
旨
を
と
ら
え
る
」と
は
何
か
を
理
解
さ
せ
、

課
題
に
応
じ
た
視
点
を
も
た
せ
る
た
め
で
あ
る
。

　

ま
た
、
生
徒
に
と
っ
て
、
文
章
を
図
式
化
す
る
学

習
は
、
初
め
て
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
一
次
で
教
材
文

以
外
を
使
用
し
、
図
式
化
の
方
法
を
指
導
し
た
後
、

二
次
・
三
次
で
単
元
の
目
標
に
迫
れ
る
よ
う
に
し
た
。

目
的
や
必
要
に
応
じ
て
要
旨
を
と
ら
え
る
力
を
高
め
る
学
習
指
導

〜
説
明
的
な
文
章
を
図
式
化
す
る
学
習
活
動
を
通
し
て
〜
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の
関
係
を
正
し
く
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　

図
式
化
の
後
、
生
徒
は
、
意
見
文
を
書
い
た
。
図

４
を
も
と
に
書
か
れ
た
意
見
文
を
紹
介
す
る
。

　

僕
は
食
感
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
は
有
効
だ
と
思
う
。

　

理
由
は
、
客
観
的
に
と
ら
え
に
く
い
人
間
の
微
妙
な

感
覚
を
実
感
を
持
っ
て
伝
え
て
く
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

実
際
、
食
感
自
体
は
、
客
観
的
に
測
定
し
に
く
い
。
だ

が
し
か
し
、「
サ
ク
サ
ク
」「
パ
リ
パ
リ
」「
ま
っ
た
り
」

「
も
っ
ち
り
」
と
い
っ
た
オ
ノ
マ
ト
ペ
を
使
う
こ
と
で
、

そ
の
食
べ
物
の
食
感
を
そ
の
ま
ま
伝
え
て
く
れ
て
、
分

か
り
や
す
く
な
る
。
だ
か
ら
、
僕
は
、
食
感
の
オ
ノ
マ

ト
ペ
は
、
有
効
だ
と
思
う
。

五
　
お
わ
り
に

　

読
書
レ
シ
ピ
用
の
図
と
、
意
見
文
用
の
図
を
比
較

す
る
と
、
前
者
は
図
の
中
の
要
素
が
独
立
し
て
い
る

が
、
後
者
は
、
要
素
同
士
が
矢
印
で
結
ば
れ
て
お
り

四
　
図
式
化
の
実
際

　

図
１
は
、読
書
レ
シ
ピ
用
に
作
成
し
た
図
で
あ
る
。

図
の
中
に
は
、
論
の
展
開
と
読
書
レ
シ
ピ
の
項
目
に

合
わ
せ
た
三
つ
の
ま
と
ま
り
が
作
ら
れ
て
い
る
。

　

図
２
か
ら
図
４
は
、
意
見
文
用
に
作
成
し
た
図
で

あ
る
。
図
２
は
、
上
か
ら
下
に
流
れ
が
作
ら
れ
て
お

り
、
主
張
と
根
拠
を
シ
ン
プ
ル
に
ま
と
め
た
図
と
言

え
る
。
図
３
は
、
文
章
の
展
開
に
沿
っ
て
、
文
章
全

体
の
内
容
を
丁
寧
に
図
式
化
し
て
い
る
。
図
４
の
×

は
図
を
修
正
し
た
跡
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
生
徒
が
説

得
力
の
あ
る
意
見
文
の
根
拠
を
探
す
と
い
う
視
点
を

も
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
る
。

　

こ
れ
ら
の
三
つ
の
図
は
、一
見
違
っ
て
見
え
る
が
、

ど
の
図
も
最
も
重
要
な
情
報
で
あ
る
筆
者
の
主
張

と
、
そ
の
根
拠
に
な
る
情
報
を
と
ら
え
、
情
報
同
士

関
連
性
が
あ
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
こ
の
違
い

は
、
生
徒
が
学
習
課
題
に
応
じ
た
適
切
な
視
点
を
も

つ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
る
。

　

授
業
を
通
じ
て
、
生
徒
達
は
、
様
々
な
学
習
課
題

に
応
じ
た
適
切
な
視
点
を
も
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
視
点
を
基
に
説
明
的
な
文
章
を
図
式

化
す
る
学
習
活
動
を
行
っ
た
結
果
、
大
切
な
情
報
を

選
択
し
整
理
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
生
徒
の
目

的
や
必
要
に
応
じ
て
要
旨
を
と
ら
え
る
力
を
高
め
る

こ
と
と
な
っ
た
。
今
後
も
さ
ら
に
実
践
を
重
ね
、
図

式
化
を
通
し
て
、
目
的
や
必
要
に
応
じ
て
要
旨
を
と

ら
え
る
力
を
高
め
る
学
習
指
導
を
進
め
て
い
き
た

い
。

い
が
わ
　
あ
ゆ
こ 

広
島
県
東
広
島
市
立
高
屋
中
学
校
教
諭
。

本
稿
は
、
平
成
二
十
二
年
度
前
期
教
員
長
期
研
修
で
の
実
践
に

よ
る
。

●実践交流　中学国語  

課題１�「食感のオノマトペ」で、読書
レシピ（読書案内）を作ることになり
ました。項目は①キャッチコピー②食
感のオノマトペとは③日本語の食感の
オノマトペの特色④筆者の伝えたいこ
と⑤読後の感想などです。②③④につ
いて、本文を図式化して考えてみま
しょう。

図１

課題２　食感のオノマトペは有効だと
いう題で、二段落構成の意見文を書く
ことになりました。筆者になったつも
りで、教材文を根拠に意見文を書きま
しょう。ただし文章を図式化すること。

図２

図３

図４
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